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チェーンで作ったふりこはどうなる？１往復する時間のルールは？

松山市立桑原小学校 第５学年 網 江 そよ風
指導教諭 古 川 智 徳

１ 研究の動機
近所の神社を通りかかったとき、神社の前にあるチェーンが風で少しゆれていた。理

科の授業で「ふりこの運動」をしたことを思い出し、チェーンをゆらしてみると、授業
で実験したふりこのように一定のリズムでゆれているように見えた。チェーンにもふり
このように１往復する時間にルールがあるのかと思い、この研究をしようと考えた。

２ 測定方法
チェーンスタンドの代わりに理科の実験で使うスタンドを利用し、チェーンを振る角

度も分度器をスタンドに取り付け、振る角度を一定にした（振る角度はすべて３０°）。
また、チェーンが往復する時間は、学校で勉強したように

１０往復する時間（秒）
１往復する時間（秒）＝

１０（回）
で求めた。

３ 実験
チェーンの長さを変えて、１往復する時間を測る。（実験１）
① 方法 チェーンの長さを１４０㎝、７０㎝、スタンドの幅を６０㎝

にして、チェーンのたるみ方を変えて、たるみの大きいと
きと小さいときで、１往復する時間を比べる。

② 結果

③ 考察 たるみが大きいほうが１往復する時間が長かった。でも、どんなときでも、
たるみの大きいほうが１往復する時間が長くなるのか疑問に思った。いろい
ろたるみを変えて１往復する時間を確かめるための実験をしようと考えた。

チェーンのたるみを変えて、１往復する時間を測る。（実験２）
① 方法 １４０㎝の長さのチェーンを使って、スタンドの幅を１００㎝、１２０㎝にして、１

往復する時間を比べる
② 結果

③ 考察 たるみが大きいほうが１往復する時間が長くなった。同じチェーンでもたる
みを変えると１往復する時間が変わる。このことから、１往復する時間はチェー
ンの長さではなく、チェーンのたるみが大切だと分かった。

チェーンの長さ：１４０㎝、スタンドの幅：１００㎝
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チェーンの長さ：１４０㎝、スタンドの幅：６０㎝
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チェーンの長さ：７０㎝、スタンドの幅：６０㎝
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チェーンの長さ：１４０㎝、スタンドの幅：１２０㎝
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チェーンの「たるみの深さ」を変えて、１往復する時間を測る。（実験３）
① 方法 実験１、２と同じチェーンを使って、スタンドの幅を

変えてたるみを変える。そして、図の矢印の長さを「た
るみの深さ」と呼ぶことにする。ここではチェーンの長
さは違うけど、「たるみの深さ」を同じにする。

② 結果

③ 考察 「たるみの深さ」が同じとき、１往復する時間がほとんど同じになったので、
１往復する時間は「たるみの深さ」が大切だと分かった。学校で勉強した振り
子と違って、チェーンはどの部分にも重さがある。だから、同じように考えて
もいいのかと疑問に思った。「たるみの深さ」を振り子の長さと考えて、「た
るみの底」におもりをつけて１往復する時間を測ってみようと思う。

「たるみの底」にだけおもりをつけて、１往復する時間を測る。（実験４）
① 方法 図のように、７０㎝の糸の真ん中におもり（５０ｇと１００ｇ）

をつけて、スタンドに糸を取り付け、実験３のように「た
るみの深さ」を変える。

② 結果

③ 考察 おもりの重さが違っても、「たるみの深さ」が同じとき１往復する時間は同
じなった。でも、実験３と比べると、１往復する時間はチェーンよりも長い。
「たるみの深さ」が大切だと思ったけど、それ以外にも何か理由があるのかも
しれないと思う。学校で勉強した振り子についても調べてみようと思う。

振り子の長さを「たるみの深さ」に合わせて、１往復する時間を測る。（実験５）
① 方法 糸の先におもり（５０ｇ）をつけて振り子にし、振り子の長さを実験４の「た

るみの深さ」に合わせて変える。
② 結果

③ 考察 振り子と「たるみの底」におもりをつけたものは１往復する時間が同じだな
った。このことから「たるみの底」にだけおもりがあるものと振り子は同じも
のだけど、チェーンは違うものだということが分かった。次に、「たるみの底」
以外にもおもりをつけた実験をしようと思う。

「たるみの底」以外にもおもりをつけて、１往復する時間を測る。（実験６）
① 方法 「たるみの底」以外にもおもり（１０ｇ）を取り付けて、

「たるみの底」からの高さ（図の矢印）を変えていく。
② 結果

たるみの深さ ５㎝ １０㎝ １５㎝ ２０㎝ ２５㎝ ３０㎝

チェーンの長さが１４０㎝のときの
１往復する時間（秒） ０．５１

０．５０

０．６０

０．６０

０．７３

０．７２

０．８２

０．８２

０．９１

０．９１

１．０１

１．００チェーンの長さが７０㎝のときの
１往復する時間（秒）

たるみの深さ ５㎝ １０㎝ １５㎝ ２０㎝ ２５㎝ ３０㎝

おもりの重さが５０ｇのときの
１往復する時間（秒） ０．５０ ０．６５

０．６７

０．８０

０．８１

０．９２

０．９２

１．０１

１．０２

１．１１

１．１１おもりの重さが１００ｇのときの
１往復する時間（秒）

振り子の長さ
（たるみの深さ） ５㎝ １０㎝ １５㎝ ２０㎝ ２５㎝ ３０㎝

１往復する時間（秒） ０．４８

０．５０

０．６１

０．６５

０．７８

０．８０

０．８９

０．９２

１．０１

１．０１

１．１１

１．１１おもりの重さが５０ｇのときの
１往復する時間（秒）

「たるみの底」からの高さ ０㎝ ５㎝ １０㎝ １５㎝ ２０㎝ ２５㎝

おもりの重さが５０ｇのときの
１往復する時間（秒） １．１１

１．１１

１．０８

１．１０

１．０８

１．０９

１．０８

１．０９

１．０８

１．１０

１．０８

１．１１おもりの重さが１００ｇのときの
１往復する時間（秒）

－５３－



③ 考察 「たるみの底」にあるおもりが５０ｇのとき、実験４の結果と違う。おもり
（１０ｇ）を「たるみの底」に下げたとき、おもりの重さが５０ｇのときも１００ｇ
のときも１往復する時間は実験４とほとんど同じになった。「たるみの底」の
おもりの重さが５０ｇのとき、「たるみの底」以外に取り付けたおもり（１０ｇ）
が１往復する時間と関係があると思った。だから、「たるみの底」の重さを変
えて実験しようと思う。

「たるみの底」のおもりのおもさを変えて、１往復する時間を測る。（実験７）
① 方法 実験６と同じ方法で、「たるみの底」のおもりの重さを変えていく。
② 結果

③ 考察 「たるみの底」のおもりの重さが「たるみの底」以外のおもりの重さより重
くなるほど、おもりの位置を変えても１往復する時間が変わりにくくなること
が分かった。逆に、「たるみの底」のおもりの重さよりも「たるみの底」以外
のおもりの重さを重くしたら１往復する時間がどうなるのかと思ったので、次
の実験をしようと思う。

「たるみの底」以外のおもりの重さを変えて、１往復する時間を測る。（実験８）
① 方法 実験６と同じ方法で、「たるみの底」以外のおもりの重さを変えていく。
② 結果

③ 考察 「たるみの底」からの高さが１５㎝のとき、おもりが重いほど１往復する時
間が短くなった。学校で振り子について「おもりの重さは１往復する時間に関
係ない」と習ったけど、「おもりの重さで１往復する時間が変わる」こともあ
ると思った。教科書には、「振り子の長さはおもりの中心まで」と書いている。
今、実験しているものも、おもりの位置に「おもりの中心」があるなら、学校
で勉強した振り子と同じになるけど、そうなっていないから、次のようなこと
を考えてみた。

は「たるみの底」にだけおもりがあるとき、「おもりの中心」はおもりの
位置にある。 は「たるみの底」以外におもりがあるけど、「たるみの底」以
外のおもりが「たるみの底」のおもりに比べて軽いとき、「おもりの中心」が
「たるみの底」のおもりの位置より少し上に上がって、１往復する時間が短く
なる。 は「たるみの底」以外におもりがあるけど、「たるみの底」以外のお
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もりが「たるみの底」のおもりに比べて重いとき、「おもりの中心」が に比
べて「たるみの底」のおもりの位置より上に上がって、１往復する時間が短く
なる。これらのことから、おもりの位置や重さによって、「おもりの中心」が
変化して、１往復する時間が変わることが分かった。今度はチェーンにとって
の「おもりの中心」を調べてみようと思う。

チェーンの「たるみの底」以外におもりをつけて、１往復する時間を測る。（実験９）
① 方法 チェーンに「おもりの中心」があるなら、その場

所におもりをつけてもつけなくても１往復する時間
が同じになると思った。だから、「たるみの深さ」
やチェーンの長さを変えて、１往復する時間を測る。

② 結果

③ 考察 「たるみの深さ」やチェーンの長さを変えても、１往復する時間がおもりを
つけていないときのチェーンと同じになるとき（表の網掛けした部分）があっ
た。これに何かルールがないかと考えたら、あることに気付いた。それは、

「たるみの底」からの高さ １
＝

「たるみの深さ」 ４

ということだ。だから、「たるみの
深さ」を６０㎝にして、実験しようと
思った。もし、上の式が正しければ、
「たるみの深さ」６０（㎝）× ＝１５（㎝）の位置で、おもりをつけていないときの
１往復する時間と同じになるはずだ。結果は右の表のようになり、１往復する
時間が同じになった。このことから、
「たるみの底」からの高さが「たるみ
の深さ」の の位置がチェーンにと
っての「おもりの中心」だと思った。

４ まとめ

「たるみの深さ」が小さいほうが１往復する時間が短くなる。
「たるみ」があるとおもりの重さや位置で１往復する時間が変わる。
「たるみの底」からの高さが「たるみの深さ」の の位置がチェーンにとっての「お
もりの中心」になっている。
この研究で、チェーンもふりこと考えてもいいということが分かった。

チェーンの長さ：７０㎝、たるみの深さ：３０㎝

「たるみの底」からの高さ ２．５㎝５．０㎝７．５㎝ １０㎝１２．５㎝１５㎝

１往復する時間（秒） １．００ ０．９８ ０．９６ ０．９３ ０．９２ ０．９１

チェーンの長さ：１４０㎝、たるみの深さ：３０㎝

「たるみの底」からの高さ ２．５㎝５．０㎝７．５㎝ １０㎝１２．５㎝１５㎝

１往復する時間（秒） １．０１ ０．９９ ０．９８ ０．９７ ０．９６ ０．９４

チェーンの長さ：１４０㎝、たるみの深さ：４０㎝

「たるみの底」からの高さ ２．５㎝５．０㎝７．５㎝ １０㎝１２．５㎝１５㎝

１往復する時間（秒） １．１８ １．１７ １．１７ １．１６ １．１４ １．１３

チェーンの長さ：１４０㎝、たるみの深さ：５０㎝

「たるみの底」からの高さ ２．５㎝５．０㎝７．５㎝ １０㎝１２．５㎝１５㎝

１往復する時間（秒） １．３１ １．３０ １．２９ １．２８ １．２７ １．２６

チェーンの長さ：７０㎝、たるみの深さ：２０㎝

「たるみの底」からの高さ ２．５㎝５．０㎝７．５㎝

１往復する時間（秒） ０．８２ ０．８１ ０．７７

「おもりなし」のときの１往復する時間（秒） １．３４

１．３４「たるみの底」から１５㎝の位置に
おもりをつけたときの１往復する時間（秒）
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